



ソー ター の所 説 を 中 心 に して一一
戸 田 龍 介
1.は じ め に
周 知 の通 り,ア メ リカの財務 会 計 基準 審 議 会(FASB)の 概 念 構 造 プ ロ
ジェ ク トにお いて主 に展 開 され たの は,従 来 の様 な収益 ・費 用 を 中心概
念 と した ア プ ロ ーチで はな く,資 産 ・負 債 を 中心 概 念 と した新 たな ア プ
ロ ー チで あ った。 この 資 産 負 債 ア プ ロー チ は,利 益 → 収 益 ・費 用→ 資
産 ・負債 と展 開 した収 益 費用 ア プ ローチ とは異 な り,資 産 ・負 債 → 資本
→利 益 →収 益 ・費 用 とい う展 開 を行 い,ま た,資 産 概 念 を,次 期 以 降 の
費 用 とい うよ うな動 態論 的 な説 明 で はな く,将 来 の経 済 的効 益 と して定
義 して い るの もそ の特 徴 で あ る(FASB[1988]p.246)。
この資産 負 債 ア ブmチ は,そ の 出発 点 と して,繰 延 税 金 な どの貸借
対 照表 にお け る異常 な見越 ・繰 延 項 目や会 計 問題 に対 す る一 貫性 の な い
ケ ー ス ・バ イ ・ケ ー スの対 応 に対 す る批 判 を共 通 の視 点 と して有 して い
る。 ただ し,こ の アプ ローチ は決 して一 様 な思 考 で はな く,論 者 や立 場
に よ り様 々 な主 張 が存 す るの で あ る。 特 に各 々が抱 いて い た計算 構 造 に
は,従 来 の複 式 簿記 を前 提 とす る有 機 的結 合 観 と,必 ず し も貸借 対 照 表
と損 益計 算書 とが利 益額 を媒介 と して結 合 して い な くて もよい とす る非
有機 的結 合 観(nonarticulatedview)と い う大 きな相違 が存 して い た(戸
田[1991〕pp、129-30)。
非 有 機 的結 合 観 は,資 産 負債 観,収 益 費 用 観 とと もに財務 会 計 お よび
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財 務 諸 表 に対 す る第 三 の観 点 と してFASBの 討 議 資 料 に お い て規 定 さ
れ た もの で あ る(FASB[1976]p.35.)。FASB討 議 資 料 にお いて は,有 機
的結 合 観 と非 有 機 的結 合 観 を併 置 しなが ら も,明 らか に有 機 的結 合 観 を
支 持 す る見解 を示 して い る。 そ して有機 的結 合 を前提 と しなが ら,収 益
費 用観 で はな く資産 負 債観 を よ り望 ま しい会 計理 論 と して捉 え て い る と
思 わ れ る。 さ らに財務 会 計諸 概 念 に関 す る ステ イ トメ ン ト(SFAC)に お
いて は,有 機 的結 合 が暗 黙 の前提 と され,計 算 構 造 に関 す る議論 自体 が
な され る こ とが なか った。 そ の こ と自体 は,複 数 の利 益 の存 在 や複式 簿
記 の一 部 否 定 な ど制 度 的 に は考 え られ な い こ とで あ るため,あ る意 味 で
当然 の こ とと言 え よ う。 だ が,結 果 的 に みて 否定 され る こ とにな る非 有
機 的結 合観 な る もの は,果 して何 を 目的 に,ま た どの様 な枠 組 み で各 論
者 に よ って展 開 され て きたの か とい うこ と 自体 は必 ず しも明 らか で はな
か った。 そ こで 当論 文 で は,FASB討 議 資 料 にお い て非 有 機 的結 合 観 を
有 す る と して挙 げ られ た論 者 の うち,ソ ー ター(GeorgeH .Sorter)の 理 論
展 開 に注 目 して い くこ とに した い。 周 知 の通 り,ソ ー ター は,デ ー ター
ベ ー ス等 の現代 的 な情 報処 理 機 構 と結 び付 い て発 展 した いわ ゆ る事 象 理
論(eventstheory)の 提 唱 者 と して知 られ て い る。当論 文 で は,そ の ソ_
ター が・ いか に して非 有 機 的結 合 観 を主張 す るに 至 った のか を明 らか に
す る こ とに よ り}そ の理 論 の未 だ明 確 で な い部分 や,示 唆 に富 む 部分 を
改 めて照 射 した い と考 え て い る。
事象 理 論 と非 有 機 的結 合 観 との関連 に触 れ る前 に,事 象 理論 に つ いて
考 察 を行 う必 要 が あ るが,ソ ー ター お よ び そ の後 の 事 象 理 論 自体 の紹
介 ・検 討 はす で に多 くな さ れ て い るの で,こ こで は事 象 理 論 の展 開 と
ソー ターの論 述 との関 連 にっ い て簡 略 に触 れ るに と どめ た い。
1969年 の ソー一ター論 文 「基 礎 的会 計 理 論 に対 す る 『事 象」ア プ ロー チ」
以 後,事 象理 論 は,ジ ョン ソ ン(OraceJohnson),コ ラ ン トー 二(Claude
S.Colantoni),リ ー ベ ル マ ン(ArthurZ .Lieberman)あ るい は ウ ィ ンス ト
ン(AndrewB.Whinston)ら に よ って独 自の展 開 が な され る こと にな る
。
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彼 ら に共 通 す る の は,従 来 の 計 算 構 造 の 枠 に と らわ れ る こ と な く,コ ン
ピ ュ ー タ ー の デ ー ター ・ベ ー ス機 能 を 中 心 に 据 え た 新 た な会 計 情 報 シ ス
テ ム の設 計 を 目指 して い る点 に あ る。 そ の 一 例 と して,リ ー ベ ル マ ンと
ウ ィ ン ス トンの 提 示 した情 報 シ ス テ ム(LiebermanandWhinston[1975]
p.257)を 以 下 に 示 す 。
1.利 用者が事象の発生の報告を要求する。
2.マ ネージメ ント・システムは,論 理的な所在を決定するため,利 用者が規定 し
た構造(UDS)を 精査する。
3.マ ネージメ ン ト・システムは実際の所在 を決定 し,マ ス ・データ ・ベー ス
(MDB)か ら事象を引き出 して くる
4.要 求 された情報が利用者に引き渡 される。
上 記 の モ デル の 前提 と され,そ れが事 象 理 論 の特 徴 と もな って い るの
は,統 合 の レベ ル が低 い多元 的 な会計 事 象 を まず 開 示 し,そ れ を利 用 者
が個 々の意 思決 定 に よ り利 用す る とい うエ ン ドユ ーザ ー指 向 で あ る。 こ
の こ とを ソー ター は以 下 の様 に 言及 して い る。 「会計 は,知 られ て いな
い,ま た お そ ら く直 接 的 に は知 る ことので きな い意思 決 定 モ デル の た め
に イ ンプ ッ ト価値 を創 りだ す か わ りに,個 々の利 用 者 が彼 ら自身 の個 々
の意 志 決定 モ デ ルの た め に彼 ら自身 の イ ンプ ッ ト価 値 を生 み 出 させ る よ
うな 目的 適合 的 な経 済事 象 につ い て の情報 を提 供 す る。 言 い換 え れ ば,
方 法状 態 が与 え られ れば,統 合 が それ ほ ど多 くな くと も適 当 だ し,加 重
値(weights)を 集 め,割 り当 て,ま た彼 らの予 測 や有 用機 能 と一致 す る
デ ー ターを評 価 しな けれ ば な らな い の は,会 計士 よ りもむ しろ利 用 者 で
あ る。 事 象理 論 の支 持者 は,統 合 に よ って生 み 出 され た情 報 お よび会 計
士 に よ る評 価 の ロ ス(損 失)は,関 連 した ベ ネ フ ィ ッ トよ り も大 き い こ と
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を示 唆 す る。 彼 らは,会 計 士 達 が 示 唆 した諸 加 重 値 お よび諸 価値 は伝 達
され る に値 す る こ とに同意 す るで あ ろ う一 方,こ れ らの加重 値 は非 統 合
的 形式(disagregatedfvrm)で 伝 達 され るな らば,そ の ヒ,利 用者 は常 に,
加 重 され なか った 未 加 工 の情 報 が利 用 可能 に な る と主 張 す る だ ろ う
。」
(SorterLl969jp.13)
r述 の情 報 の ロスに つ いて は,井 尻氏 の以 下の指摘 に ソー ター も同意
して い る。「一 般 的 に いか な る統 合 も,最 終 的 な総 『価値 』 は多 くの一 お
そ ら く極 めて 多 くの一 異 な った 『構 成 要 素 』 か ら組 み 立て られ るだ ろ う
とい う点 にお いて,情 報 の損失 を含 んで い る。」(ljiri1967]p.120)
さ らに,事 象理 論 の特 徴 と して,情 報 を 多元 的 に表現 す る ため の階 層
性 が あ げ られ る。 これ に っ いて は様 々な論 者 が各 自の階 層性 の思 考 を展
開 して い るが・ 例 え ば,コ ラ ン トー二 らは現 金 勘 定 の事象 的表 現 と して
以 下 の よ うな例 を あ げ て い る(Colant・ni[1971]P .95)。
T3-{11,191:現 金勘定
T1-ml現 金 支出 T2・e{19}:現 金 収 入
(現 金 支 出の 事象 コー ド11は 量,金 額 等 をあ らわす2進 法特 性 コー ド(1
,1,0,
1,0,0)で あ り,10進 法 の 事象 コー ドに は次 のよ うに変換 す る
。1×20+1×21+
0×22+1×2解0×24+Ox25=11同 様 に現金 収 入の事 象 コー ド19は 特性 の コー
ドは(Ll,0,Q,1,0)で あ り,事 象 コー ドには次 の よ うに変 換す る
。1×20+
1×2'斗一〇x22十 〇×23_}-1×29一ト0×25==19)
会 計 情 報 の 階 層 性 に つ い て ソ ー一タ ー は,下 位 統 合(sub-aggregates)と
い う概 念 を 用 い つ つ 以 下 の よ うに 述 べ て い た 。 「最 初 は
,多 欄 式(multi-
colum)報 告 が 現 在 の 実 務 か ら極 め て か け 離 れ て い る よ う に 思 わ れ る だ
ろ う一 しか し,本 当 だ ろ うか?現 在 で も我 々 は 多 欄 式 の報 告 を 利 用 し
て い る。 我 々 は損 益 計 算 書 を,例 え ば 売 上,売 上 原 価 売 上 値 引 き
,税
金 等 の よ うな 多 くの 副 次 的 統 合 に 分 解 して い る。我 々 は,貸 借 対 照 表 をy
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持分 や資 産 の階層 によ って 多 くの列 に分 解 して い る。 現在 の副次 的集 合
の レベル は何 に よ って説 明 され るか に関 して は殆 ど何 も研 究 され て こな
か った し,極 端 な 『価 値』学 派(こ れについては後述一戸田)の 提 唱者 は損
益 計 算 書 の現 行 の形 式 を合 理 化 す るの に多 くの 時間 を か けよ うと した。」
(Sorter[1969]p.1S.)
以 上 の よ うな傾 向 を有 す る事 象 理 論 一 般 を ど の様 に評 価 す るの か は
個々の論者により黙 る調 事象理論そのものの展開の過程および評価
は ひ と まず お き,以 下 にお い て,こ の よ うな事 象 学 派 の先 達 とされ る
ソー ター 自身 の理 論 の展 開 を考 察 して み た い。
2.ソ ー タ ー理 論 の 展 開過 程
上 節 で み た よ うに,事 象 理 論 の特 色 は,そ の多 元性 ・分 散性 に認 め ら
れ る。 確 か に そ れ らは,ソ ー ターの論 文 「基 礎 的会 計理 論 に対 す る 『事
象』 ア ブmチ 」 の 中で述 べ られて い る こ とで あ る。 この論 文 の後,多
くの論 者 達 が そ れ ぞ れ の事 象 理 論 を展 開 して い くの は周 知 の こ とで あ
る。 ただ,ソ ー ター 自身 はその後,情 報 処 理 機 構 を前 提 す るよ うな事 象
理 論 の展 開 を押 し進 め た わ けで はな い。 そ こで,当 論 文 で は,事 象 理 論
公 表 前後 の ソー ター論 文 を繕 きなが ら,そ の理 論 展 開 を追 って み る こと
にす る。
まず,1950年 代 後 半 か ら1960年 代前 半 の ソー ターの 関心 事 は原 価計
算,特 に 直接 原価 計 算 に あ った よ うで あ る。 そ の契機 は,ア メ リカ合 衆
国 にお け る1957年 か ら1958年 にか けて の景 気 後退 期,特 に製 造業 にお
い て在 庫 の大 量 処 分 が行 な われ た こ とで あ った(Sorter[1959ユp.49)。 ア
メ リカ商務 省 企 業 経 済局 の調 査 に よれ ば,1957年 の8月 に は913億 ドル
あ った生 産 在 庫 と流 通 在 庫 の帳 簿 価 額 は,54億 ドル もの売 却 に よ り,
1958年 の7月 に は859億 ドル まで減少 した。 ソー ター は,こ の期 間 の棚
卸 資産 の変 化 が報 告 利 益 に与 え る影 響 に注 目 し,報 告利 益 が少 な くと も
5億 ドル減 少 す るで あ ろ う と予 想 した。 彼 は,こ の利 益 の減 少 額 は全 部
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原 価 計 算 と い う伝統 的 な会 計処 理 を とるた め生 じる もの で あ り,本 来 な
ら利 益 の変 動 分 で はな い と考 え た。 つ ま り彼 は,棚 卸 資 産 あ る い は製 品
の固定 費部 分 が売 却 また は通 常 の販売 時 に お いて初 めて 費用 化 され る こ
とに疑 義 を唱 えi固 定 費 を そ の発生 期 間 の費 用 とす る直接 原 価 計 算 を 主
張 して い たの で あ る。
彼 は,い くっ か の条 件 を設定 し,伝 統 的 な全部 原 価 計 算 な らば,1年 目
の利 益21,640ド ル,2年 目の利 益21,400ド ル とな る と ころ,彼 の 主張
す る 直 接 原 価 計 算 な らば,1年 目 の 利 益9,000ド ル,2年 目 の 利 益
27,000ド ル に な る とい う具体 的 な計 算 例 を あ げ て い る(Sorter[1959]
p.48)。 この利 益 の変動 分 はi前 述 の よ うに固 定 費 が そ の発 生 期 に費 用 化
され るか,製 品 の販売 時 に費 用化 され るか の別 に よ り生 じる もの と され
て い る。 ソー ター は,棚 卸 資産 を評 価 す る際 に は直接 原 価 計算 の思 考 を
取 り入 れ て こそ,算 出 され た数 値 は投 資 家 に と って有 用 な もの とな り,
そ して そ の も とにお け る利 益 数 値 は,経 営効 率 の測 定 や 国民 所 得 デ ー タ
の構 成 要 素 と して 有 用 な もので あ る と考 え て い た よ うで あ る。 さ らに
ソー ター は,直 接 原 価 計算 が,内 部 的 な もの だ け で はな く,報 告利 益 を
中心 とす る外 部 へ の計算 報 告 に も用 い られ るべ きこ とを重 ね て 主張 して
い た(SorterX1961]p.92)。
以 上 の よ うな直接 原 価 計算 の思 考 を抱 きなが ら,ソ ー ター は さ らに会
計全 般 に わ た る理 論 を展 開 しよ う と した。 その 際 検証 す べ き中心 問題
と され た の は,資 産 対費 用 問 題(assetversusexpenseproblem)と い う動
態 論 的 な思 考 の未 だ色 濃 い二 分 法 的 な もの と規 定 され た(Sorter[1962]
p.391)。 だが 資産 の定義 に対 して は,す で にサ ー ビス ・ポ テ ンシ ャル概
念 を適 用 し始 め る。 さ らに既 述 の よ うな全 部 原価 計 算 の否 定 を うけて,
まず ペ イ トン=リ トル トンが 提 示 した原価 の 凝 着 性,つ いで 収 益 費 用 対
応等 の諸 概 念 に批 判 の 目を 向 け始 め る。 ただ しソー ター は,問 題 は彼 ら
の本 意 が 正 し く理 解 され て い な い ことにあ る と考 え て い た よ うで あ り,
資 産 負 債 ア プ ロー チ を と る論者 達 が しば しば対 応 概 念 そ れ 自体 に対 し厳
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しい批 判 を浴 びせ るの と は若 干 趣 を異 に して い た。
次 いで ソー ター は,こ の段 階 で,単 な る直接 原 価 計算 で はな く,目 的
適 合 的 原価 計 算(relevantcosting)な る もの を提 示 す る。従 来 の原価 計 算
と彼 の言 う目的 適 合 的原 価 計算 との違 い は,前 者 が,例 えば調 査,従 業
員 訓練 プ ロ グ ラ ム,広 告,販 売 促 進 等 の 原 価 を 即 時 費 用 化(immedi-
atewrite-off)す るの に対 し,後 者 は,将 来 の経済 的効 果 を有 して いれ ば
資 産 と して繰 越 可 能 に な る とい う点 にあ る とされ る。 つ ま り,将 来 の期
待 とい う思 考 を軸 に資 産 の認 識 問 題 へ と展 開 した わ けで あ る。 その 際
ソー ター は,あ る原価 が将 来収 益 に対 し経 済 的 影響 を与 え るな らば そ れ
は 目的適 合 的 あ り資産 とな るが,何 らの影 響 もな いな らばそ れ らは 目的
適 合 的 で な く費 用 で あ る と しi目 的適 合 性 と い う概 念 を資 産 と費 用 とを
区分 す る メル ク マー ル と して 用 いて い るのが特 徴 的 で あ る。 例 え ば・ 上
述 の販売 費 や 試験 費 は将 来収 益 に経 済 的影 響 を与 え るた め,そ れ らは 目
的適 合 的 で あ り資産 化 され る。 これ に対 し,固 定 的 な製 造 聞接 費等 は,
経済 的 な商品 とさ れえ な い発 生原 価 で あ るた め期 間費 用 とされ る傾 向 に
あ る こ とは既 述 の通 りで あ る。 ただ し,こ の段 階 で は,生 産能 力 との関
連 で資産 化 され る場 合 もあ り,直 接 原 価 計 算 と は異 な る場 合 もあ る こ と
が設 問形 式 を と りなが ら例 示 され て い る(Sorter[1962]PP・398-9)。 総 じ
て言 え るこ とは,ソ ー ター の主張 す る原 価 計 算 を遂 行 す れ ばs従 来 資産
化 され て いた原 価 の一 部 が費 用化 され,費 用 化 され て い た原価 の一部 が
資 産化 され る とい う ことに な ろ う。
以上 の展 開 にお い て サ ー ビス ・ポ テ ンシ ャル概 念,目 的適 合性,将 来
に お け る影 響,な らび に経済 的 な実質 を重 視 す る姿 勢 な ど,次 ぎな る展
開 を示 唆 す る もの も確 か に見 いだせ る。 また,彼 の会 計理 論 の核 と もな
る会 計 事 象 とい う概 念 自体 はす で に1963年 の著 作 『会 計 的世 界 の境 界』
にお い て既 に中心 概 念 と して取 り扱 わ れて い る。 しか しなが ら,依 然伝
統 的 な会 計観 の もとに あ った と もい え るので あ る。例 え ば,測 定 属 性 に
つ いて いえ ば,歴 史 的 原価 の枠 組 み を超 え る もの で はな く,そ の 内部 で
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の期 間 帰 属 を 問題 に して いた。 ま た,後 述 の よ うに,会 計 事 象 に関 して
は全 て複式 簿 記 の形式 にお いて促 え る こ とを 前提 と して い たの で あ る。
つ ま り,こ の時点 まで は,「現 行 の会 計 実践 を忠 実 に観 察 しそ の結 果 獲得
した会計 事 象 に関 す る事 例 に よ って 自 らの設 定 した フ レー ム ワー クを検
証 す る とい う方 法 を採 用 して い る」(船 本[1989]p.129)と 考 え られ る。
転機 とな ったの はや は り,1966年 に ア メ リカ会 計学 会(AAA)か ら公
刊 され た 『基 礎 的 会 計 理論(ASOBAT)』 へ の参加 で あ ろ う。周 知 の通 り
ソー ター は,ASOBATの9人 の メ ンバ ー一の 内 の一 人 で あ る。ASOBAT
はそ の特 徴 と してa将 来 利 益,支 払 能 力 あ るい は経 営 効 率 を予 測 す るた
め に,歴 史 的 原価 によ る情 報 と と もに時価 に よ る情 報 を も報 告 す る こ と
を勧 告 した。 そ して そ の よ うな情 報 を,多 元 的評価 情 報(multi-valued
information)で あ る と した(AAA[1966]p .19)。
ソー ター は,1969年 の論文 「基 礎 的 会計 理 論 に対 す る 『事象 』 ア プ
ロー チ」にお い てaASOBATに つ いて か な り触 れ て い る。 ソー ター は基
本 的 に はASOBATに お いて 新 たに示 され た考 え に同意 して いた よ うで
あ りf特 に多 元 的 な評 価 は彼 の 主 張 す る事 象 理 論 と もか な り適 合 し,
ASOBATの 提 示 した二 元 的 情 報 を完 全 な もの で は な いが一 っ の ステ ッ
プ と して評 価 して い る(Sorter[1969]P.17)。 また,ASOBATの 利 用 者
指 向 を受 け継 ぎ,既 述 の よ うに,統 合度 の高 い情 報 は会 計士 で は な く利
用 者 が個 々 の意思 決 定 に従 って構 成 す べ きで あ る と展 開 し,後 の事 象学
派 の デ ー タ ・ベ ー スを基 本 とす る二 段 階 測 定 論 へ の足 が か りを っ く っ
た。
しか し ソー ター・はASOBATに お け る見 解 に全 面 的 な賛意 を示 して い
る訳 で は決 して な い。そ れ は,例 え ば,ASOBATに お け る 自 らの立場 を
少 数 派 で あ った と し,そ の見 解 を事 象 ア ブmチ と して記 述 した ことを
明言 して い る ことか らも明 か で あ ろ う(Sorter[1969]P.12)。 そ の こ とは
次 の論 述 か ら も伺 え る。 「委 員 会 内 部 に お け る価 値 派一 彼 らは あ る い は
利 用 者 要求 派 と名付 け られ る ことを好 むか も しれ な いが一 は,利 用 者 の
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要 求 は知 られて お り十分 に特 定 化 され た もので あ る ので,会 計 理 論 は演
繹 的 に,利 用 され か つ有 用 な意 思 決 定 モデ ル に到 達 で き る し・ その た め
の最 適 な イ ンプ ッ トの価 値 を創 れ る と仮定 した。 価 値 理論 家 の ほ とん ど
は会 計 の 目的(purpose)を,最 適 利 益 お よ び資本価 値 を提 示 す る もの と
して 具体 的 に考 え る。 この こ とが,費 用 と収 益 との適 正 な対 応 とい う一
般 的 に陥 りや す い罠(sport)を 導 いて い る。」(Sorter[1969]pp.12-3)上
記 の対応 概 念 の批 判 な ど は,50年 代 の彼 の論 旨 とは異 な り,多 くの資 産
負債 アプ ロー チを と る論 者 と共 通 した もので あ る。 だが,ソ ー ター は,
資 産 ・負 債 の変 動 部 分 と して の新 た な利 益 概 念 を提 示 し,ま た そ れ を
もって対 応概 念 の乱 用 によ る利 益 平 準化 に対 す る歯 止め とす る よ うな ア
プ ロー チ には 向か わ な い。 なぜ な ら,こ の時点 で は,利 益 の適 正 化 とい
うよ り,会 計 の最終 目標 あ るい は理論 的 支柱 を利 益 あ る い は利 益計 算 に
お くことか ら生 じる混乱 を回避 す る こ と自体 に重点 が 置か れ て い たか ら
で あ る。
さ らに,ソ ー一ターのASOBATに 対 す る批 判 は,事 象 の分 離 に対 して
も向 け られ る。 彼 によ れ ば,会 計 事 象 は,測 定 可能 性 や,企 業 管理 者 に
よ る統 制 可能 性,あ るい は期 間 的 な重要 性 に よ り,様 々 に分 離 され う る。
ところがASOBATで は,そ れを 原価 と時価 とい う測定 属性 を中心 と し
て 分離 して い る。 そ の様 な分 離 は,投 資機 能 に と って は時価情 報 だ けが
重 要 で,原 価情 報 は受 託 責 任機 能 の ため にの み表示 されて い る とい う不
適 切 な解 釈 を招 き,な かん ず く,歴 史 的原 価 が一 時 しの ぎの測 定 値(a
stop-gapmeasure)に され て い る とい う印象 を与 え て しま った こ とを批
判 して い る(Sorter[1969]p.17)。
確 か に,ソ ー ター は事 象 理論 の発 表 時 にお いて は,す で に原 価 主義 の
み を主 張 す る立場 に はな く,原 価 に固 執 す る と重要 な経 済事 象 を認 識 で
きな い場 合 が あ る こ とを批 判 して い る。 それ は,原 価 は獲 得 お よ び消 費
に関 す る事象 はあ らわせ るが,環 境変 化 を あ らわ せ な い とい う彼 の指 摘
か らも明 かで あ る。 しか し,で は彼 が 時価 主 義論 者 で あ った と単純 に言
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うこ とはで きな い。 ソー ター は,時 価 主義 論者 へ の批判 と して
,彼 らが
全 て の経 済 的 変動 を最 終 的 に は利 益 額 の変動 と して取 り扱 う ことを指 摘
して いた。彼 は・ この よ うな思 考 を価 値 理 論(valuethe。ry)と 名 付 け
,
ASOBATの 作 成 委 員 会 の 内部 に お け る多 数派 で あ った と指 摘 す るの で
あ る。 っ ま り・ 単 に利 用 者 の要 求 を確 定 す る傾 向 と い うだ けで な く
,時
価 主義 を基 本 と した利 益 計算 思 考 とい う意味 が,ソ ー ターの 言 う価 値 理
論 に は含 まれ て い るので あ る。
つ ま り,ソ ー ターの提 示 した事象 理 論 はASOBAT内 部 の多 数意 見 に
対 す る一 種 の ア ンチ テー ゼで もあ った と いえ よ う。 従 って,そ の理 論 は
まず・ 会 計 情報 は多様 な用途 が あ り決 して特定 化 で きな い とい う前提 に
、Zって い た。 この部 分 を うけ て,後 に様 々 な論 者 が 独 自の モ デ ルを形 成
して い く ことに な る。 だ が,そ れ だ けで はな く,測 定 属 性 や利 益 計 算 の
面で の事象 理 論 は,原 価 以 外 の様 々 な情 報 を有用 な もの とす る反 面,そ
れ らが 「利 益」 に収 束 され る こ とを拒 絶 す る とい う性格 を 当初 か ら有 し
て いた こ とにな る。 そ れ は,彼 が価 値 理 論家 と呼 ぶ者 達 の指 向 を
,利 益
指 向(incomeoriented,S・rter[1969P.12)と も呼 び批 判 して い る こ とか
らも明 か で あ る。 従 って,今 日で は情 報 の分散 処 理 の側面 が強 調 され る
事 象理 論 も,そ の理 論 形成 当初 の力点 の置 か れ 方 は若 干異 な った ものが
あ った と言え よ う。
ソー タ ーは,AAAのASOBATへ の参加 ,あ るい は事 象理 論 の提示
に よ って・会 計 の新 た な枠組 み を模 索 して い たが,1970年 代 前半 に は,
ア メ リカ公認 会 計 士協 会(AICPA)の 財 務 諸 表 の 目的(objectives)に 関 す
る ス タデ ィグル ー プ に参 加 し,制 度 的 な問題 まで視 野 に入 れ なが ら様 々
な問題 を論 じて い る。 そ こで まず,財 務 諸 表 の 目的 に関 す る ソー ターの
見解 を と りあげ る。 彼 に よれ ば,財 務 諸 表 を作 成 す る会 計士 は,顧 客 た
る企 業 だ けで な く,将 来 の株 主 や,債 権者,あ るい は従 業 員 な どの第 三
者 と関 わ りあ うこ とに な る。 財 務 諸 表 は,こ れ ら第三 者 の多様 な要 求 を
満足 させ る ことが望 ま れ るが,そ の際 財 務 諸表 の 目的 は何 か を明 確 に
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して お く こと は,財 務 諸表 を 作成 す る会計{ごに と って の 目的 を明確 にす
る ことで もあ る。 財 務 諸 表 の 目的 に と って最 も重要 な こ とは,財 務 会 計
基 準 の効 果的 な評価 お よ び展 開 に備 え る こ と とfま た財 務 会 計 プ ロセ ス
へ の公 の批判 に よ って 課 され た説 明要 求(challenges)に 答 え る こ とで あ
ると され る。 さ らに表 明 され た 目的 は会 計 原則 あ る い は基準 を決 定 す る
た め の フ レー ム ワー ク全 体 を備 え る もの と され る(SorterLl974a]p.14)。
以 上 の文 脈 の 中 か らで も,当 時 の財 務 会 計 基 準 を巡 る批 判 は伺 え る
が,さ らに ソー ター は,こ の 目的 自体 が,利 用者 の要 求 や テ ク ノ ロ ジー
の変 化 に よ って変 わ り うる こ とを示 唆 す る こ とに よ り,目 的 とい う概 念
を軸 に会 計 プ ロセ ス全 般 の再 構 築 を試 み よ うと してい た と思 わ れ る。 そ
して,財 務 諸 表 の 目的 を達 成 す る最 も有効 な手 段 は財務 会 計基 準 で あ る
と位 置 づ け られ るわ けだ が,そ の 際,批 判 に あ げ られ たの が 旧来 の会 計
基準 と して の保守 主義 で あ る。 ソー ター に よれ ば,保 守 主義 の原 則 は,
債 権者 が,彼 らに と って好 ま し くな い貸 付 を企 業 が行 う可能性 を最 小 限
にす る情 報 を好 む た あ に生 じた にす ぎな い とさ れ る。 つ ま り,保 守 主義
は,多 様 な第三 者 の要 求 で はな く,債 権者 の要 求 に しか合 致 しな い と し
て批 判 され}そ して,そ の様 な原 則 が存 続 して きた の は,明 確 な会 計 の
目的 が なか った か らだ と展 開 され て い る(SorterLl974a]p.16)。
さ ら に ソー ター は リー ス等 の 未 履 行 契約 の問 題 に も批 判 の 目を 向 け
る。 彼 に よれ ば,リ ー ス契 約 自体 は20世 紀 の初 頭 に1年 リー ス(・ne-
yearlease)と い う短 期 間 の契 約 が頻 繁 に生 じて い た。 その 際,リ ー ス料
や リー ス設 備 の利 用 は記録 され たが,リ ー ス契 約 の 同意 や 署名 の報 告 は
され る こ とが なか った。 ソー ター は,こ の時 期 に,未 履 行 契約 を記 録 し
な い とい う実 務 によ って達 成 され るべ き目的 を特 定 化 しな か ったた ぬ
後 に長 期 リー スを巡 り実務 上 問 題 にな った際,適 切 な処 置 を施 す こ とが
で きな か った と述 べ て い る。 そ して,も し,未 履 行 契約 を記 録 しな い 目
的 が便 益 お よび コス トに関係 して い れ ば,長 期 リー ス契約 にお いて は,
その関 係 が劇 的 に変 化 す る こ とを指 摘 して い る(Sorter[1974a]pp.16一
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7)。
ソー ター の言 う目的 に は,上 期 の様 に現 行 会 計基 準 の一 部変 更 を迫 る
内容 が 内包 され て い るわ け だが,さ らに そ こに はz会 計基 準 の設 定過 程
へ の疑 問 も含 ま れて い た よ うで あ る
。彼 は以 下 の様 に述 べ て い る。「財 務
諸 表 の 目的 を述 べ る こと は,プ ライベ ー ト ・セ ク ター にお いて財 務 会 計
基 準 を設 定 す る会 計専 門職 の立 場 を強 固 な もの と しよ う。 財 務 諸 表の 正
当性 は財政 上 あ るい は税 務上 の政 策 とは異 な る とい う説 明 は
,例 え ば,
税 務 会計 の規則 とは あ る程 度 異 な る財 務 会 計基 準 の健全 な 理論 的 根 拠 を
提 供 す るだ ろ う。」(Sorter[1974a]p .18)彼 は,ま た会 計i:が 財務 諸 表 の
目的 に同意 す るな らs「会 計 原則 や会 計基 準 は,そ れ らが 一般 に認 め られ
て い るが故 に正 し くか っ適 切 な ので はな く,そ れ らが(目 的の遂行に対 し
一戸田)適 切 で かっ 正 しいが 故 に一 般 に認 め られ る」(Sorter[1974a]
p.18)
こ とを筋 道 だ って議 論 で きる と して い る。
上述 の展 開 か ら明 らか に な る ことは,目 的 の確 立 は,会 計 基 準 や その
設 定過 程 に対 す る様 々 な批 判 に対 し,あ くまで プ ライベ ー ト ・セ クタ ー
に お け る会 計 基 準 の設 定 の遵 守 の た め に必 要 で あ る とい う ことで あ る
。
そ して,そ の軸 とな るべ き 目的 概念 の確 立こ そ,様 々 な批 判 に応 え る最
良 の方 法 で あ り,そ の確 立 は例 え ば税 務会 計 の影響 を弱 め,ま た従 来 の
一 般 に認 め られ た会 計 原則(GAAP)の 不備 を補 うと され て い た
。 そ し
て,こ の 目的 は,会 計士 の 目的 で もあ りYま た彼 らが 評価 され る際 の観
点 で もあ り うる。なお,こ こで は,目 的概 念 の設 定 の必 要 性 が強 調 され
,
そ れ は何 な のか と い う こ とに つ いて ,ソ ー ターが 直接 定 義 して い るわ け
で は ない。 ただ この時点 で は,彼 はそ れを ,利 益 あ るい は利 益 計 算 で は
な く情 報 的 な 便 益 ・コ ス ト(informationalbenefitsandcosts)関 係
(Sorter[1974a]P・17)と 捉 え て い た よ うで あ る。
ソー ター は さ らに,制 度 的 な問題 だ け で な く,会 計 の中心 と 目 され て
きた利 益概 念 にっ いて も論 じて い る(Sorter[1974b]) 。そ こで は まず,経
済 的 な利 益 につ いて考 察 して い る。 ソー タ ーに よれ ば,現 在 の満 足 に相
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当 す る消 費 と将 来 の 満足 に相 当 す る投 資 の合 計 と して定 義 され る経 済 的
利 益 に も,個 々人 の 経 済 的利 益 と企 業 実 体 の経 済 的利 益 が あ る と され
る。 だ が,個 々人 の経 済 的利 益 は,絵 画 か ら受 け る満 足 感 の よ うに主観
的 な もの で あ り,そ の効 用 は個 々人 に よ って 異 な り金 銭 に よ る測定 対 象
とはな らな い。 それ に対 し,企 業 の経 済 的利 益 は金銭 的 な もの に よ って
制 限 され か つ測 定 され うる もので はあ る。 彼 に よれ ば,企 業 の経 済 的利
益 は,配 当 と企 業 価 値 の変化 との合計 で あ る とされ,よ り具体 的 に は配
当 金 と株 式 の現 在価 額 とい う形 態 を と り,し か もそ れ らの情 報 は財務 諸
表 の 利 用 者 が 非 常 に 知 りた い 情 報 で あ る と さ れ る(Sorter[1974b]
P.105)。
しか し,特 に株 価 とい うの は,将 来 事 象 の 可能 性 と,個 々人 の リス ク
に対 す る様 々 な考 え を反 映 す る もので あ り,会 計 一fはそ の どち ら も知 る
ことが で きな い。 っ ま り,会 計 七は,経 済 的利 益 を報 告す る立場 にな い
こ とにな る。 そ の ことは,会 計 の 目的 が,経 済 的 利 益 そ の もの で な いの
は もち ろん,経 済 的利 益 と密 接 に関連 した会計 的利 益 で もな い ことを示
唆 す る。 ソー ター は}前 述 の様 に,時 価 変 動 分 が算 入 され る利 益概 念 を
強 く否 定 し,そ の様 な考 え に立 っ 理論 を価 値 理論 と命 名 し,自 ら提唱 す
る事 象 理 論 と対 置 させ た。 さ らに,こ の段 階 で は,利 益 概 念 自体 が会 計
の 目的 と して否 定 され る こ とにな る。 彼 に よれ ばe利 益 とい う もの は,
個 々人 の 目標 の満 足 に関連 す る もの で あ り,ま た個 々人 の リス ク に対 す
る選 好 に よ って も影響 を受 け る。 従 って,ソ ー ターに よれ ば,重 要 な会
計 情 報 とは,利 益 の予 測,評 価 お よ び統 制 の た めで な く,キ ャ ッシュ フ
ローの予 測,評 価 お よ び統 制 を容 易 にす る ものだ と され る(Sorter[1974
b]P.108)。 こ こにお いて,会 計 の 目的 が,キ ャ ッシ ュ フ ローに関連 した
もので あ る こ とが明確 に され る。
要 す る に,ソ ー ター は,利 益概 念 を会 計 の 目的 にす る ことに反対 して
い た。 それ は,測 定 可 能性 の 問題 ば か りで はな く,利 益 につ い て の多様
な定 義 に よ って会 計 の適切 な遂 行 に不 一致 が生 じて しま うか らだ とされ
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る。 例 え ば,異 な る利 益 観 を有 す る者 達 はT同 じ会 計 方 法 に対 して も,
賛 成,反 対 と ウ場 が分 か れ て しま う こ とが 指 摘 され る。 これ に対 し,
キ ャ ッシ ュ フロ ーの 予測,評 価 統 制 とい う観 点 か ら会 計 の 目的 を定 め
れ ば,・ 利 益 の 定義 に関 す る問題 は避 け られ る し,あ るい は,少 な くと も
会 計 の遂 行 に つ いて の不 一致 が,利 益 に関 す る多様 な定 義 か ら生 ず る曖
昧 さ に起 因 す る こと はな くな る と述 べ て い る(Sorter〔1974b]P.108)。
以Lの よ うに,ソ ー ター は,利 用者 に対 す る イ ンプ ッ ト段 階 にお け る
理 論 の考 察 を進 あて い たわ けで あ るが,さ らに,財 務 諸 表 につ いて も彼
の見 解 を表 明 して い る。 ソー ターに よ れば,損 益 計算 書 にお いて報 告 さ
れ る全 て の 事象 は,異 な った見 地 か らと はい え貸借 対 照 表 にお い て もま
た報告 され るため,両 財務 諸 表 は何 らか の意 味 で重 複((2)redundant}し て
い る と され る(Sorter[1974c]p .ll7)。 そ の ためS両 財務 諸 表 間 に情 報 の
重 複 が な い よ うな新 た な枠 組 み を提 唱 す る ことに な る。 彼 はa損 益計 算
書 は,基 本 的 に は キ ャ ッシュ フ ロー を把握 すべ き もの で あ るの に対 し,
貸 借 対照 表 は,資 産 価 値 あ る い は見通 しや計 画 な どの変 化 にっ い て の情
報 も伝 達 すべ き ことを新 た に提 唱 した。 そ して,貸 借対 照 表 と損 益計 算
書 とに そ れ ぞ れ計 上 され るべ き事 象 分 割 の メル クマ ー ルを,現 金 創 出
ベ ー ス(cashgeneratingprojectbasis ,Sorter[1974c]p.118)に 基 づ く事 象
の サ イ ク ルの完 結性 で あ る と した。 っ ま り,事 象 の サ イ クルが現 金 創 出
に関 して完 結(complete)し て いれ ば損益 計 算 書へ また未完 結(inc。m.
plete)な ら貸 借 対照 表へ と計 上 され る こと にな る。そ して,ソ ー ター は,
理 念 的 に こ の様 な 関 係 に あ る両 財 務 諸 表 を,非 有 機 的 財 務 諸 表(non-
articulatedstatements,Sorter[1974c]p.122)で あ る と名 づ けた ので あ る。
従 って,こ の時 点 に限 って言 えば,非 有機 的結 合 とい うの は,貸 借 対 照
表 と損 益計 算 書にお いて報 告 され る事象 が,現 金創 出 の完結 ・未 完 結 と
い う観 点 か らみ て重 複 して いな い こ とを意 味 して い るので あ る。
もっ と も,ソ ー ター 自身 も指 摘 す る よ うに,事 象 が完結 した と確 定 す
る こ とは容 易 で は な い。 な ん となれ ば,唯 一 の完 結 したサ イ クル とは企
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業 の解 散 しか な い こと にな る。 そ こで ソー ター は,サ イ クル の完結 を,
犠 牲一 便 益 関係(Sacrifice-benefitrelationship)が 確 定 され た時 とい うよ
うに別 に定 義 す る。 そ れ は また,実 際 の,あ るい は高 い 可能性 の キ ャ ッ
シュ ・イ ンフ ロー(実 現 された便益)が 生 じ,同 時 に,そ の イ ンフ ロー に
関連 した全 て の犠 牲 が,実 際 の,あ るい は高 い 可能 性 の キ ャ ッシ ュ ・ア
ウ トフロー を あ らわす 時 で あ る とされ る(Sorter[1974c]p.119)。
注 目され るの は,事 象 理 論発 表 以 前 はか な り明確 に否定 され た費 用 収
益対 応 概 念 に類 似 した思 考 が生 じて い る こ とで あ る。 さ らに,当 時 は貸
借 対 照 表→ 損 益計 算 書 とい う順 に考 察 され て いた のが・ 犠 牲 便 益 とい
う関 係概 念 を軸 に,損 益計 算 書→ 貸借 対 照 表 と い う順 に考 察 が進 み,こ
れ に と もな い貸 借対 照 表 の定義 が曖 昧 にな って い る点 で あ る。加 え て・
この時点 で は,事 象 理論 の特徴 で あ る,エ ン ド ・ユ ーザ ー個 々 の意思 決
定 シ ステ ムに よ る異 な った解 釈 の 可能 性 とい う考 え を と らず,利 用 者 の
要求 を仮定 し,そ こか ら財務 諸 表 の枠組 み を導 き出す とい う手 法 を用 い
て い る。
ソ ー タ ー に よ れ ば,仮 定 され る利 用 者 の要 求 は,1。 過 去 の キ ャ ッ
シュ ・イ ンフ ロー と ア ウ トフ ロー との長 期 的 な関係 の検 討,2.そ の様 な
関 係 に変 化 を お こす で あ ろ う現 在 の要因 を確認 す る試 み,お よび3.こ
れ らが いか に して将 来 の キ ャ ッシ ュ フ ロー関係 に影響 を及 ぼ すか と い う
観 点 か ら将 来 の見 通 しお よび計 画 を検 討 す る こ とな どで あ る。 財 務諸 表
は この うち1,3の 要求 に適 して い る とされ る。な ぜ な らr現 在 の新 鮮 な
情報 は,財 務 諸 表 が 作成 され る前 に,他 の情 報経 路 で報 告 されて しま う
の に対 し,財 務諸 表 は,目 的適 合 的 な(relevant)過 去 の関係 お よ び予想
され る将来 の関係 を包 含 した枠 組 み を提 供 す る こ とにか けて は比 較 的優
位 にあ るか らだ とされ る(Sorter[1974c]p.118)。
ソー ター は,こ の時点 で は,利 用 者 の要 求 は多様 で確 定 で きる もので
はな い とい う事 象 理論 公表 当時 の発 想 とは異 な り,そ れ を キ ャ ッシュ フ
ロー情報 に お く ことを想 定 して い る こ とが伺 わ れ る。 さ らに,事 象 は,
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現金創出ベ ースに基づ き区分 され ることにな り,そ れが完結 していれば
損益計算書へ,ま た未完結 な ら貸借対照表へ と計上 され ることが提唱 さ
れ ることにな る。 しか もそれ ら二 っの タイプの情報 は,非 有機的 な財務
諸表 であることが論 じられ たのであ る。
従 って,こ の時点で は,非 有機的結合 とい うものは,貸 借対照表 およ
び損益計算書 における報告事象が現金創出 という観点 か ら重複すべ きで
な いと理念 的に提唱 された ものであ り,必 ず しも利益額の不一致等を意
味す る様な計算構造 に直接係 わ るものと して提唱 され たわ けで はなか っ
た。
一方
,「貸借対照表 は,統 合 された事象 の再構築可能性 を最大限 にす る
ために,構 築 され るべ きで ある」(Sorter[1969]p ,16)と いう一般 的規則
か ら導 かれ る様 々な財務 諸表 は,原 型 とな る貸借対照 表 とは無論 の こ
と,特 に損益計算 書 とは連携 しない もの とな る。 そ して,そ の ことは,
原価情報 とと もに時価情報 を重視 し,し か しなが ら時価的な差益が利益
に混入 され ることを否定す る ソー ターの思考 とも合致す るもので ある
。
この場合 の非有機 的結合 というの は,利 益額 の不一致,あ るいは複式簿
記 の完全 な適用 を0部 否定 する もの とな る。 つま り,ソ ー ターの言 う非
有機的結合 とい う語 も,二 重の意味 で捉 え ることがで きると言え よ う。
ただ し,当 論文で は,事 象理論発表 当時の思考を計算構造的 に も展開
で きるもので あ り,し か もYキ ャッシュフローとい う観点か ら,原 型 と
なる貸借対照表 だけで な く,損 益計算書 とも有機的 に結合 しない財務諸
表 を提示 してい く可能性 を有す ることか ら,後 者の意味 におけ る非有機
的結合観 を特 に考察 の対 象 と してい くことにす る。
3.ソ ー ター 理 論 の構 造
ソー ターは,事 象理論 の提唱者 と して有名 ではあるが,事 象理論発表
当時 に顕著 に表れた傾向 とその前後 の展 開 とは必 ず しも同一 の もので は
ないことが推測 され る。例えば,情 報 の分散処理 や二段 階測定等の思考
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は,全 く消 え去 るわ けで はな い に して も,そ の後 の彼 の論 述 の中心課 題
で はな くな る。 さ らに利益 計 算 システ ム にっ いて は,確 か に事 象理 論 公
表 当 時 は,資 産 負 債 ア プ ローチ を とる他 の論 者 と同 様 に,収 益 費 用 の対
応 原 則 を批 判 して い る。 しか し,後 に便益 犠 牲 関係 とい う対 応 原則 に類
似 した概 念 を提 出す る こと にな る。
また,評 価 益 等 の時価 的 な情 報 を利 益 に算入 す る ことに反対 す る主 張
は,確 か に後 の非 有機 的財 務諸 表 と関連 を有 す る よ うに な る。 ただ,通
常,非 有機 的結 合 とい うの は,貸 借対 照 表 と損 益計 算 書 が 同一 の利益 額
で結 合 され な い,つ ま り記 帳技 術 につ いて言 えば,一 貫 した複 式 簿記 シ
ステ ムの適 用 を受 けな い もの と考 え られ て い る。
しか しな が ら,ソ ー ターが,会 計 の基本 構 造 と して複 式簿 記 の適 用 を
否定 した とは考 え られ な い。 そ れ は彼 が事 象 の会 計 的 な表 現 を資 産 と持
分 とい う二 種類 の概 念 に よ って あ らわ す こ とを前 提 と して い る ことか ら
も伺 え る。 そ して複 式 簿 記 に対 す る基 本 的 な思 考 は,ソ ー ターが そ の発
想 の多 くを得 た とい うバ ッターの思 考 に近 い ことが伺 え る。例 え ばバ ッ
ター は,彼 の資金 観 も複 式 記入 機 構 を根 底 とす る資産=持 分 とい う考 え
に依 拠 して い る ことを述 べ て い る(Vatter[1947]P・57)・
ここで,1963年 に提 示 され た複 式簿 記 に関 す る ソー ターの基 本 的 な思
考 を示 す こ とにす る。 ソー ター は,ま ず会 計事 象 は資産 お よ び持 分 とい
う二 勘 定 系 列 に よ って 表 現 され る こ とを 論 じ,次 い で 資 産 の増 加 は借
方,資 産 の減 少 は借 方,持 分 の増加 は貸方,持 分 の減 少 は貸 方 とい う資
産 ・持 分 に関 す る貸借 記 入 規則 を もとに,以 下 の よ うな会 計事 象 の結 果
につ いて の四分 類 を提 示 して い る(Sorter[1963]P・18・)。
1.資 産 の増 加/持 分 の増加
II.資 産 の減少/持 分 の減 少
皿.資 産 の増 加/資 産 の減 少
IV.持 分 の増 加/持 分 の減 少
ソー ター は さ らに,資 産 を物 的 ・法 的 ・経 済 的 資産 に,ま た持分 を負
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債 お よ び資 本 部分 にあ た る特 定 持 分 と留 保 利益 にあ た る残 余部 分 とに分
類 し,そ れ ぞ れ の組 合 せ に よ り複 記 につ い て の25の カ テ ゴ リーを提 示
して い る。 さ らに・ この25の カ テ ゴ リー の それ ぞ れ に対 し
,市 場取 引,
一 般 変 化
,個 別 変化,予 測変 化,転 換 とい う5つ の ク ラ スが組 み合 わ さ
れ る ことに よ りi25×5=125タ イ プ に会 計事 象 を分 類 ・提 示 す るので あ
くヨ　
る。 しか し一 方,1963年 に提示 され た以 上の枠 組 み の 中 で は,例 え ば個
別 変 化 の ク ラスにお け る物 的 資産 の増 加/残 余持 分 の増 加 とい うカ テ ゴ
リー の よ うに・ 存在 して い るが認 識 は しな い会計 事 象 が 多数 あ る ことに
な る。 既述 の様 に,こ の時 点 にお け る ソー ター の研 究 の視 点 は
,彼 が 設
定 す る枠 組 み に お け る現 行 会 計 実 践 の 位 置 づ け に あ る わ け で あ り,
ASOBATへ の参 加 後 の1969年 に発 表 した 事象 ア プ ロー チ の よ うな新
た な会 計 シス テ ムの提 唱 を行 って い たわ けで はな い。
さ らに,研 究 の視 点 の相 違 か らだ けで な く,1969年 に ソー ターに よ り
発 表 され そ の後 様 々 な論者 によ り展 開 され る こ とに な る事 象 理 論 と
,そ
の前後 の展 開 に は 首尾 一貫 しな い と思 わ れ る部 分 が確 か に存 す るの で あ
る。 しか し,こ の よ うな 見方 は,彼 の理 論 が対 象 と して きた範 囲 を どの
様 に把 握 す るか に よ って また異 な った もの とな って こよ う。 そ こで,以
下 にお いて・ ソー ター の イ ンプ ッ トとア ウ トプ ッ トの 考 え を,他 の会 計
観(Chambers[1984]等)の そ れ と比 較 して み 名41
次 頁 の様 に考 え る と,例 え ば事 象概 念 自体 が確 定 されて いな い とい う
ソー ターへ の批判(例 えばJohnson[1970】p .623)も,ソ ー ターの展 開 し
た事象 理 論 の性 質 か らす れ ば あ る程 度 当然 の こ と と欝え よ う。 つ ま り,
彼 は,事 象 その もの と会 計 計算 構 造 との 間 に お け る写 像 関係 を問 題 に し
た とい うよ り,利 用 者 へ の イ ンプ ッ ト情 報 と,利 用 者 自身 の リス ク選 好
に基盤 を置 く意思 決 定機 構 が下 す ア ウ トプ ッ ト情 報 との 区分 が,そ こに
お け る力点 だ ったか らで あ る。 そ して,後 者 につ いて は,財 務 諸表 の 目
的 に関 す る後 の論 文 に お いて,会 計 あ る い は会 計士 の責 任 で な い こ とを
論 じ,会 計 の対象 を確 定 しよ う と した の で あ る。
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ア ウ トプ ッ ト
ー
「利 益 ゴ
ソー ター はASOBATへ の参加以
後,取 得 原価 主義会計 の枠組 を超 えた会計的認識 について も,利 用者 に
とって必要 である ことを是認す るようになる。 しか し既述 の様 に,ソ ー
ターは,例 えば時価測定 による資産価値上昇部分 な どを利益(あ るいは資
本修正)と して報告す ること,つ ま り複式簿記 システムをあ くまで貫徹
させ るや り方 に対 し,そ れ らを価値理論 あるいは利益指 向論 と呼 び批 判
的であ った。 そ こで,原 価以外 の属性 によ って測定 された項 目につ いて
は複式簿記 システム外 で認識 し,そ れ らを様々な 目的や特性 に基 づ ぎ 一
種の財務 諸表 と して報告 す るとい う思考が生 じたので あろう。 そ して こ
の思 考 こそ,非 有機 的結 合観 を生む もの とな った と考え られ る。
さらに,彼 の提唱す る犠牲一便益関係 に して も,費 用 と収益 の関係 と
と もに費用 と資産 の関係 を有機的 に決定 して いた従来の収益費用 対応の
原則 とは異な り,例 えばあ る資産価値 が上昇 した場合,そ の上昇部分 は
貸借対照表に類 した財務諸表 には計上 されるが,そ の便益 に対 す る犠牲
が特定で きな いため損益計算書項 目つま り利益 の構成要素 とはな らない
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とい う論 理,つ ま り非 有 機 的結合 の論 理 と して も使 わ れて い る こ とに注
意 しな けれ ば な らな い。
ただ し,ソ ー ター は,原 価 や複 式 簿 記 とい う基 本 的 な枠 組 み を放 棄 し
た訳 で は決 して な い。 例 え ば,0般 物 価 修 正 な ど の環 境 変 化 な ど は,
個 々 の利 用 者 の主観 に よ り勘 案 す る要 件 で あ り,会 計 士が財 務 諸 表 を通
じて報 告 す る必 要 の あ る対 象 か ど うか に は依 然 疑 問 を 呈 す る の で あ る
(Sorter[1974b]pp.108-9)。 あ るい は彼 は,複 式 簿 記 を 前提 と しな い財務
諸 表 の方 が アナ リス トな どに と って よ り有 用 な情 報 で あ る とい うよ うな
理 論 に は組 しな い。 っ ま り,ソ ー ター は,た とえ別 な枠 組 み で原 価以 外
の情報 を報 告 す るに して も,会 計 の基 本 構造 と して の複 式 簿 記 は,所 与
の もので あ る とい うス タ ンスで あ った と も言 え よ う。
4.結 び に代 え て ソーター理論 の投 げか ける もの
既 述 の よ う に,ソ ー ター は一貫 して非 有機 的 な結 合観 に連 な る理論 を
展 開 して きた わ けで はな い。1966年 のASOBATへ の参 加 前 の研 究方 法
は,現 行 会 計 実 践 の位 置 づ け とい う性格 が 強 く,複 式簿 記 シス テ ムや取
得 原 価 主義 は所 与 の もの と され て いた。それ が,ASOBATの 参加 後,時
価 情 報 の必 要 性 を認識 す るよ うにな る。 しか し一 方,ソ ー ター は,時 価
主義 的利 益 や利 用 者 の要 求 の一方 的 な確 定 に反 発 を示 す こ とに な る。 こ
れ らの反 発 が根 底 に流 れ る もの とな って い る1969年 公 表 の事 象 理 論 は,
そ れ まで の展 開 と異 な り,提 唱型 の理論 で あ った。
そ して,時 価 情 報 の必 要 性 と時価 主義 的利 益 の否 定 と い う新 た な提 唱
と,原 価 情 報 の重 要性 と複 式 簿記 が生 み 出す 強固 な構造 自体 へ の認識 と
い う,相 反 す る思 考 か ら生 じ,そ れ らをつ な ぎ とめ る役 割 を果 たす のが
非 有 機 的結 合 とい う概 念 で あ った。
ソ ー タ ー は,FASB討 議 資 料 に よ れ ば,ラ バ ポ ー ト(Rappaport,
Alfred.)や ヘ ン ドリクセ ン(Hendriksen,EldenS.)と と もに,非 有 機 的結
合 論 者 とされ て い る。 しか し,ソ ー ター は,ラ バ ポー トの提 唱す るよ う
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な,記 帳技 術 的 に も複 式簿記 を絶対 の条 件 とは しな い非均 衡 的(non-
balancing,Rappaport[1971]p.111)な 財務諸表 を会計 の基本構造 として
想定 していたわ けではない。 さらに,時 価情報 だけでな く,原 価情報 自
体 の有用性 を一貫 して強調 して きた。つ まりsソ ー ターは,複 式簿記 お
よび原価 とい う属性 によ る財務諸表 を核 に,財 務諸表 自体の範囲 を拡大
す ることにより,時 価 を含む多様 な情報 の提供 を行 ってい くがyそ の際
時価変動分 は利益 には計上 しない ということを一っ の解決策 として思考
して いた と考え られ る。 その場合,時 価情報を中心 と した,正 規 の貸借
対照表 とは異 なる測定値が計上 された代替 的な情報 が,非 有機的結合 の
実際的 な例 と して想定 され よ う。
ただ し問題 はすべて解消 され た訳 で はない。例 えば,損 益計算書 の情
報 は貸借対照表 に包摂 されて しま うと指摘 され る場合,そ れは媒介 とし
ての複式簿記の存在 な くして はあ りえなか った筈であ る。 も し,両 財務
諸表 に含 まれ る情報 が全 く重複 しない ものな らば,基 本構造 と しての複
式簿記 まで も否定す ることに連 な るだろ う。
そのよ うな発想 は,複 式簿記 を中心 と した計算構造を変化 させ るとい
う犠牲 を払 ってで も,そ の内部で経済 的事象 を把握 しよ うとす る思考 と
も呼応す るものではある。 ことに,現 在 で はセキュ リタイゼー ションの
進展 やコ ンピュー ターの発達 によ り,資 産 あ るいは負債 の個 々の項 目の
市場評価 は必ず しも不可能で はな くな って きている。 つま り,財 務 諸表
の形式 はその ままに,そ の諸項 目は時価 および単式簿記 的な発想 によっ
て表示 す ることもあなが ち無理 とい うわけで はあ るまい。 しか し,そ の
よ うな表示法 は,当 然借方 と貸方 との差額 つ ま り資本修正 あるいは利
益 に関す る議論 を噴 き出させ ることは想像 に難 くない。その点確か に,
測定属性 に関す るソー ターの展 開 は,従 来 の時価最大 のポイ ン トといわ
れ る評価益 が利益 かあ るいは資本修正で あるか とい う観点 を退 けてはい
る。 ただ し,そ れは結局 の ところ,複 式簿記 の生 み出す計算構造 「外」
で処理 されて いるか らにす ぎない。 これ はソー ターの言 う財務諸表 が,
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複式簿 記 システム以外 で形成 された ものを含 むか らであ り,計 算構造観
の違 いで もあろ う。従 って,生 じた事象 に忠実な表現 とい って も,そ れ
を複式簿記が生み出す計算構造 内で処理 す るか どうか を決定 す る問題 は
依然残 された ままなのであ る。
そ して,こ れ らの問題 はソー ター理論 の欠点 とい うよ り,複 式簿記 を
その理論 の根幹 に据 え る時,必 然 的に生 じるものであ り,ソ ーターの言
う区分の ジ レンマとい う意味 に連 な るものであろ う。
ただ,現 実的 に考 えて も}複 式簿記 とい う思考 自体が基 本的に変化 す
ることは今後 ともあ りえ ないであろ う。だ とすれば,ソ ー ターの思考 は,
別 な見方をすれば,そ の点 の一つの解決策 と考 えて もよいのではないだ
ろ うか。 っ まり,複 式簿記 による基本的 な計算構造 はそのままに,デ ィ
スクローズす るときのみ特定の 目的あるいは上位概念 に基づ き時価情報
等 を加 えた別 の財務諸表 を作成す るとい うものであ る。 その財務諸表 に
おける数値 は,複 式簿記 システ ムによ り算 出された数値 を参考 と しなが
らも,環 境変化等 につ いて単式簿記的に作成 されているので,均 衡 して
いる必要 はな く,特 に損益計算書 とは有機的に結合 しない とい う考えで
あ る。む ろん,様 々な問題 はあろ うが,… つの問題提記,特 に複式簿記
とい う計算構造の中心問題 を も視野 に入れた一展開 と して何 らかの示唆
を投 げかけていると思 われ る。
さ らに,非 有機的結合観 に関連す る問題 と して ソー ターが議論 して き
た ものに,測 定属性 および利益 をめ ぐる問題 があ った。 ソー ター事象理
論によるな らば,例 えばあ る期間 に発生 した災害 による損失 は,赤 字転
落 の回避 とい う企業側 の思惑か ら長期間 に渡 り繰延 べ処理が選択 される
よ り,取 り消す ことので きない経済的変化 と して,そ の期 に発生 した損
失 として計上 され る方 が良 いことにな る。 これは,ソ ー ターの 目指すの
が,統 合度の低 い情報 の提供,言 い換え ると発生 した事象をあ りのまま
報告 す る会計 プロセスであ るか らであ る。
ただ しt既 述 した通 り,そ れは即時価的な属性 を選択 させ るもので は
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な い。 あ りの ま ま,と い う こと は,例 え ば資産 価 値決 定 の際 に収 益 費 用
対応 の名 の もとに,あ ま りに も恣 意 的 な会 計操 作 を行 なわ な い と い う こ
とに連 な る もの と考 え られ(5)o従 って,ソ ー ターの 言 う統 合 度 の低 い情
報 とは,ま ず 原価 情 報 その もの を意 味す る ことに もな ろ う。 そ して,よ
り統 合 度 の低 い原価 情 報 と,複 式 簿 記 シ ステ ム とは関係 な く様 々 な要 因
に よ って決定 され る時価 情 報 とを同 時 にあ らわす もの と して,非 有 機 的
結 合 な る思 考 を捉 え る こと もで き るので はな い だ ろ うか。
また,ソ ー ター は,従 来 の動 態論 的 な利 益概 念 や 時価 情報 を含 む利 益
概 念,あ るい は経 済 的 利 益概 念 な どの様 々 な利 益 概 念 を否 定 して きた。
そ して,会 計 の 目的 に利 益概 念 を想 定 す る こ と自体 を否定 す る よ うに な
る。 っ ま り,会 計 あ るい は会計 士 は多様 な利 用 者 に対 し唯一 っ の利 益 を
報 告 す る こ とはで きな い と考 え るの で あ る。
しか し,だ か らと 言 って ソー ターが}利 益 を計 算 す る ことを 全 く否定
して きた わ け で はな い。 彼 が 当 初 か ら問 題 に して きた の は,取 得 原 価
「主義 」 と呼 ばれ る利 益 計算 シス テ ムで あ った。 それ は,も っと 爵えば,
保 守 主 義 あ るい は低 下 基 準 の適 用 に端 的 にみ られ る よ うに,取 得 原 価
「以 下 」t".で あ り,そ の もとにお け る対 応 原則 が問 題 な ので あ る。こ こ
で は保 守 主義 は原 則 を逸脱 す る論理 一 貰 しな い理 論 だ,な ど とい う単純
な反 論 が試 み られ て い るので はな く,保 守 セ 義 を は じめ とす る様 々 な利
益計 算 思 考 が現 実 社 会 に お け る コ ンセ ンサ スを得 に く くな って い る とい
う こ とで あ る。 あ るい は,取 得 原 価 の 「配 分 」 に よ る費 用計 算 が,利 益
の 平準 化 を通 して,計 算 上 の利 益 と実 際 の企 業業績 との乖 離 を進 行 させ
て しま って い る こと も批 判 の一・因 とな って い よ う。
総 じて,ξえ る こと はaソ ー ターが 問題 に したの は,原 価対 時価 とい う
単純 な図 式 で はな く,取 得 原価 主義 にお け る様 々 な利 益計 算 思 考 へ の コ
ンセ ンサ ス の薄 れ,お よ び時 価 主義 的 利 益 へ の疑 問 で あ った と 言え よ
う。
そ して,利 益概 念 自体 を会 計 の 中心 課 題 と しな い とい う彼 の 主張 も,
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非有機 的結合観 と密接 に関連 した もの と思われ る。 しか し現在で は,環
境等 に も配 慮 した新 たな る利益概 念 の構築 もまた叫 ばれ て いるので あ
る。我 々は,ソ ー ターの思考の過程 を一つの問題提起 と して捉え,一一方
で は,現 在 どの様 な利益概念が求 め られ また測定可能 なのかを探求す る
こともまた求 め られているので はないだ ろうか。ともあれ,ソ ー ターは,
測定属性 や複式簿記,あ るいは利益概念 とい う古 く,そ して新 しい様 々
な問題 を提 出 している と言 えよ う。
注
(1)例 えば,会 計測定 とい う視点 か らす る と,二 段階 的測定観 を意味 し(高 田
橋[1992b]p.62),さ らに現 在,事 象理 論の提 唱 した会計 システ ムを実現 し
う る段 階 に情 報 処 理 技 術 の進 展 が到 達 した と も理 解 され て い る(高 田橋
[1992a]p.45)。 ま た,測 定対 象 が モノあ るい はモ ノの性 質 で あ るとい う通
念 を打 破 す るの に,ソ ー ター 事象理 論 は役 立つ と も捉 え られて い る(永 野
[1992]p.147)。 別 な視点 か らは例 えば,会 計情報 の公表 とい うよ り,会 計
システムの公開 とい う形 で,会 計 の客 観性 を保 持 しよ うとい うぎ りぎ りの
試み であ る と もみ られて い る(平 田[1977]p.1)。
(2)ソ ー ター一は,実 際 どのよ うな項 目が重 複項 目で あ るのか,ま た 「重複」に
は どの よ うな意 味 があ るの か につ いて明示 的 な見解 を示 して い る訳 で はな
い。ただ,ソ ー ター一は,資 産 あ るいは負債 項 目を キ ャ ッシュフmと 密接 に
関 連 した もの と して捉 え て い るため,例 え ば将来 の キ ャッシ ュフ ローに関
係 な いよ うな繰延項 目に は否定 的 であ った(Sorter[1969]p.15等)。 この
ことを考 えれ ば,こ こで言 う重複 とは,キ ャ ッシ ュフローに無関 係 な項 目
が,収 益費 用対 応 の原則 な ど損益 計算 書 に関 わ る もの に よ って生 じて い る
とい う批 判 と してみ る ことが で きる と思 わ れ る。
(3)事 象が存 在 し記録 され る場 合 は+,事 象 は存在 す るが記録 され ない場合
は一,事 象 が存在 しな い場合 は0と され る。なお,会 計事象 の選択 ルー ルお
よ びその適 用結 果 自体 にっ いて は こ こで は触 れ ないが,Sorter[1963]pp .
52-4を 参照。
(4)例 え ば会計 の計算 構造 を考 え る上 で,こ れを,会 計 上 の取 引を複式記 入
に よ りイ ンプ ッ トし,形 式 的 に は独立 であ りつっ も統 合関 係 に あ る損益 勘
定 ・残 高勘 定 ない し損益 計 算書 ・貸借 対 照表 を アウ トプ ッ トとす る一連 の
過 程 と して捉 え る とい うよ うな,イ ンプ ッ ト ・ア ウ トプ ッ トの捉 え方 が あ
る(笠 井[1986]p.3)。 これ に対 しソー ターは,イ ンプ ッ ト・ア ウ トプ ッ ト
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1.物 的 資 産一残 余 持 分 十
　 一 十 十
2.物 的 資 産一特 定 持 分 十
一 一 　 0
3.法 的 資 産一残 余 持 分 十
一 ㎜ 十 0
4.法 的 資 産一特 定 持 分 十
}
一 一 十
5.経 済的資産一残 余 持 分
一 一 一 一 0




II.資 産 減少/持 分減 少
1.物 的 資 産一 残 余 持 分 十
↑
一 十 十 0
2.物 的 資 産一特 定 持 分 十
一 0 0 0
a法 的 資 産一残 余 持 分 十
旧} 十 十 0
4.法 的 資 産一特 定 持 分 十
一 Q 0 O
m「
5.経 済的資産一残 余 持 分 0
㎝ 一十 一 十 0
6.経 済的資産一特 定 持 分 0
皿 0 0 0
皿.資 産増加/資 産減少
1.物 的 資 産 一物 的 資 産 十
一 十 0 十
2.物 的 資 産一法 的 資 産 十
一 0 0 十
3.物 的 資 産一経済的資産 十 　 0 0 十
4.法 的 資 産 一物 的 資 産 f
㎜ 一 十 0 十
5.法 的 資 産一 法 的 資 産 十
} 十 0 十
O法 的 資 産一経済的資産 0
一 0 0 十
7.経 済的資産一物 的 資 産 十
一 Q 0 皿







1.特 定 持 分一残 余 持 分 0
} 十 十 十
2.特 定 持 分一特 定 持 分 十
一 0 0 Q
3.残 余 持 分一特 定 持 分 十 一 十 0 0
4.残 余 持 分一残 余 持 分 0
　 0 0 0
(注)Sorter[1963]pp.21-2,pp.52-3.船 本[1989]p.143よ り 。
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され る対 象 と して利用 者 お よびそ の意 思決定機 構 を想 定 して い る
。
(5)こ れ らにつ いて,ラ バ ポー トは証 券 アナ リス トの視点 か ら以 下 の よ うに
述 べて い る・ 「例 えば,資 金 の流 れだ けを見 よ うとす る証券 アナ リス トは
,
会 計f.が 行 った資 金移 動 の会計 上 の配分 を取 り除 くべ く,経 過勘 定計 上 前
の数値 をっ か もうと,大 変 な作 業 を強 い られ る
。 証券市 場 の組 織構造 が確
r..され るに伴 い,証 券 市場 の見方 に合 うよ うな情 報 を提示 し提供 す る方 が
会 訓士 に とって,へ た に複 雑 な過 程を経 た財 務諸 表 を作 るよ り重要 な仕 事
に な って きて い る。」(RapPaport・:・ 邦訳P .39)こ の様 な思 考 は事 象
理論 と も呼応 す る もので はあ るが,ソ ー ター と ラバ ポー ト両者 の 「会計」に
対す る視点 は同一・で はない ことは注意 を 要 しよ う。
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